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NA ファージMS2 を紫舛線照射することにより RNA分子上に出来る光産物を同定し、又紫外線に
よるMS2 ファージの失活がファージ増殖のどの段階に起因しているかを調べ、次の結果を得た。
(1) 紫外線照射したMS2 ファージの宿主菌への吸着は、紫外線による影響を受けない。
(2) 紫外線照射したMS2 ファージのファージRNA の菌への注入は、紫外線によって減少する。
ファージ生存率が10-1程度の線量では、ファージRNA の注入は約50% に低下する。
(3) Pyrimidine Dimerの生成量は、 MS2ファージRNA を低い塩濃度で紫外線照射した時の方が
高い塩濃度の時に比べて大きい。しかしながら、ファージを照射した後抽出したファージRN
A にはDimerは検出されない。
(4) M S 2 ファージRNA を低い塩濃度で紫外線照射した時の方が高い塩濃度中で照射した場合に比
ベて生成される Uridine Hydrate の量は大きい。ファージ生存率37% になる紫外線線量で
MS2ファージを照射した後抽出したMS2-RNA には、ファージRNA1 分子当り 0 .43個の
U ridine Hydra te の生成があることが知られた。




は R Nase に対して resistant な 2 本鎖RNA に変化した分画の存在が見られるにも拘らず、
照射ファージの感染では Parental R N A にはそのような 2 本鎖RNAへの変化は見られな
し ~o
(6) 紫外線照射したMS2 ファージ感染菌の Crude Extracts では非照射MS2ファージ感染菌のそ
れと同様にRN A dependent R N A -Replicase の活性が得られることにより、紫外線照射
したMS2 ファージの感染によっても RN A -Replicase が induce されることが知られた。
(7) 紫外線照射したMS2ファージ感染菌では、 Chloramphenicol で蛋白合成を阻害した場合でも
Parental ファージRNA は小さな種々のs-値に分画化されることより、 RNA の複製がなく
ても紫外線損傷をもっファージRNA は小分子化されることがわかった。
以上のことにより、紫外線によるMS2ファージの失活の原因は、ファージRNA の菌体内への注入
が減少すること及び、ファージRNA が菌体内に入った後 Progeny ファージRNA合成の Template
に必要な 2 本鎖になるような正常なRN A Replica tion が行なわれないことと共に、 RNA が分解さ
れ易いことにもその原因があると考える。
論文の審査結果の要旨
2 本鎖DNA をもっパクテリオファージの紫外線 (UV) 損傷については多くの研究が行なわれて
いるが、 1 本鎖RNA をもっファージの生理機能に対するUV の効果についてはほとんど全く知られ
ていなし」著者はこの欠点をおぎなうために、 RNA ファージMS2 を材料にして、 UV による失活
の機構を明らかにしようとする研究を行なった。
実験の結果明らかになったことは次の通りである。 1 )ファージの借主(大腸菌、 F+) への吸着は
DNA ファージの場合と同様にUV 照射の影響を受けなし ~o 2) U V 照射したファージの菌への侵入
は生存率10-1程度の線量で半減する。 3) UV 照射したファージから抽出したRNA にピリミジン二
量体が検出されない反面、ウリジン水化物が37%線量でRNA1 分子あたり 0 .43個生成されている。
4)UV 照射したファージが感染する場合も RN A -replicase は誘導されるが、いわゆる RF
(replicativeform) は形成されない。 5) Chloramphenicol で酵素生成を阻害すると、 UV 照射し
たファージRNA は菌体内で容易に小分子化する。
これらの結果から、著者はUV によるファージMS 2 の失活は、宿主への侵入の低下と宿主内での・
RNA複製の障害のためと結論しているが、この研究は放射線生物学の分野に興味ふかい新知見を加
えたもので、参考論文をあわせ考えて理学博士の学位論文として十分に価値あるものと認める。
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